
別
表
第
一
の
第
一
の
八
の
（
二
）
の
あ
り
科
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

す
ず
め
ば
ち
科

ヴ
ェ
ス
パ
・
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
ナ
（
ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ
）

平成年月日 木曜日 第号官 報

十
一

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
第
十
六

号
十
二

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
八
十
二
号
）
第
十
九
条
第
一

項
第
八
号

十
三

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
七
十
九
号
）
第
十
八
条
第

一
項
第
十
九
号

十
四

高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
独
立
行
政
法
人
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第

四
十
一
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
十
九
号

（
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
施
行
令
及
び
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

一

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
百
八
十
六
号
）
第
一
条
の
三
第
一
項
第
六
号

二

独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
十
号
）
第
一
条
第
三
号
ロ
及
び
第
二

条
第
三
号

附

則

こ
の
政
令
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
一
月
十
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

山
本

早
苗

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

経
済
産
業
大
臣

宮
沢

洋
一

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

地
域
自
然
資
産
区
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定

め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
一
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
七
号

地
域
自
然
資
産
区
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
期
日

を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
地
域
自
然
資
産
区
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
六
年
法
律
第
八
十
五
号
）
附
則
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

地
域
自
然
資
産
区
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
と
す
る
。

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

環
境
大
臣

望
月

義
夫

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
一
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
八
号

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
八
号
）

第
二
条
第
一
項
及
び
第
三
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令（
平
成
十
七
年
政
令
第
百
六
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布

の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

ヴ
ェ
ス
パ
・
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
ナ
（
ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ
）
に
係
る
特
定
外
来
生
物
に
つ
い
て
の
特
定
外
来
生
物
に

よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
次
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。）第
五
条
第
一
項
の
許
可
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
（
次
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。）前
に
お
い
て
も
、
そ
の

許
可
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
法
第
五
条
第

一
項
の
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
許
可
は
、
施
行
日
に
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

農
林
水
産
大
臣

西
川

公
也

環
境
大
臣

望
月

義
夫

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
一
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
九
号

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
十
四
号
）第
五
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中
「
二
百
七
十
人
」
を
「
二
百
九
十
六
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三


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